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陸上と陸水は密接なつながりを持ち、森林伐採を含む人間活動は森林と水系の関係に大
きな影響を及ぼす。本研究はその中の湖沼に焦点を当て、朱鞠内湖を対象に生物地球化学的
物質循環を解析していくモデル開発を行った。
朱鞠内湖は貧栄養~中栄養の湖沼であるが、プランクトンの分布は、空間的 ・時間的に
見て大きく異なる。植物プランク トンの優占種は、珪藻類 ・鞭毛藻類が中心であるが、流入
部近傍では畜産排水の影響などでリン濃度が上昇により緑藻類、藍藻類が出現し、季節によ
っては優占する。また森林伐採を含む集水域の変化は、植物プランク トンを含む貯水湖生態
系に変化を与えることが懸念される。そこで水質および浮遊生態系(動植プランクトン)の水
域による違いを表現するとともに、集水域の変化が湖に与える影響を評価する朱鞠内湖生態
系モデルを構築した。
モデルは、指定湖沼の湖沼水質保全計画に一般に利用される多層ボックスモデルを基本
とした。計算項目は、植物プランク トン(珪藻、緑藻、藍藻、黄色鞭毛藻、渦鞭毛藻)、動物プ
ランク トン(ワムシ、カイアシ類)、形態別窒素 ・リン ・炭素とした。モデルは朱鞠内湖で生じ
るプランク トン生態系と栄養塩の相互作用(内部生産、食物連鎖、死亡、呼吸、代謝過程)、集
水域の影響(流入、流出)を考慮する。
朱鞠内湖を含むほぼ 8kmX15kmの範囲を水平方向、 8水域、鉛直 8層に区分して 2004
年の 5-12月の計算を行い、実測値と比較した。水域間の物質収支を計算するために別途開発
した朱鞠内湖流動モデルの結果を用いている。
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図 1生態系モデ、ルの構造図
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(現在は底質の影響は考慮、していなし、) 図 2朱鞠内湖の水域分割
計算結果は、朱鞠内湖の水域別のクロロフィル濃度の季節変動を再現するとともに、水
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域 ・ 季 節 に よ る 優 占 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 違 い を 表 現 し た 。 た だ し 、 プ ラ ン ク ト ン 種 の 構 成 の
再 現 は 、 現 状 で は 定 性 的 な レ ベ ル で 、 あ る こ と ( 実 測 で は 細 胞 数 に 基 づ い て い る が 、 モ デ ル で は
ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 と し て 計 算 ) 、 2004 年 10 月 の 黄 色 鞭 毛 藻 の 湖 全 域 で の 優 占 は モ デ ル で は 表
現 さ れ て い な い こ と 、 な ど 課 題 点 も 残 さ れ て い る 。 今 後 、 集 水 域 か ら の 条 件 、 気 象 条 件 、 流
動 場 、 水 位 変 動 な ど の 条 件 を 精 査 す る こ と に よ り 改 善 可 能 と 考 え て い る 。
こ の モ デ ル に よ り 、 森 林 伐 採 が 貯 水 池 に 与 え る 影 響 を 試 算 し た 、 そ の 結 果 、 貯 水 池 湖 心 部
の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 総 量 ( ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 ) に 与 え る 影 響 は み ら れ な い が 、 赤 石 川 な ど の 流 入
部 近 傍 で は 増 加 す る 結 果 が 得 ら れ た 。 朱 鞠 内 湖 は 、 湖 水 の N / P 比 か ら み て リ ン が 枯 渇 傾 向 の
た め 、 伐 採 に よ る 窒 素 濃 度 の 増 加 が ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 増 加 に つ な が ら な い 結 果 を 示 す 。
し 、 赤 石 川 流 入 部 は 、 プ ラ ン ク ト ン 増 加 の た め に 必 要 な リ ン が 、 畜 産 排 水 な ど に よ り 供 給 可
能 の た め 伐 採 の 影 響 が 見 ら れ た と 考 え て い る 。
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図 3 プ ラ ン ク ト ン の 種 構 成 の 計 算 結 果
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図 4 森 林 伐 採 の 影 響 検 討
た だ し 、 朱 鞠 内 湖 の プ ラ ン ク ト ン と 栄 養 塩 の 動 向 を 詳 細 に 検 討 す る と 、 プ ラ ン ク ト ン 組 成
の N / P 比 は レ ッ ド フ ィ ー ル ド 比 と 比 較 し て か な り 大 き い 可 能 性 が 高 い 。 こ の 点 は 森 林 伐 採 を
含 む 、 集 水 域 か ら の 過 大 な 窒 素 供 給 増 の 影 響 を 評 価 す る た め に 重 要 な 因 子 と な る 。 構 築 し た
モ デ 、 ル を 利 用 し て 多 年 度 に 渡 る 実 測 デ ー タ を 整 理 ・ 解 析 を 行 い こ の 点 を 検 討 す る こ と は 重 要
と 考 え ら れ る 。
こ の モ デ ル は 、 平 均 的 な ス ペ ッ ク の パ ー ソ ナ ル コ ン ビ ュ ー タ で 作 動 し 、 総 合 地 球 環 境 学 研
究 所 で 作 業 が 可 能 で あ る 。
沓 掛 洋 志 (2007) 、 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 セ ミ ナ ー
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